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一
　
先
行
研
究
と
本
稿
の
目
的
浄
土
真
宗
の
開
祖
親
鸞
（
一
一
七
三
―
一
二
六
二
）
は
、
鎌
倉
時
代
初
中
期
に
お
い
て
、
独
自
の
仮
名
遣
い
を
実
践
し
て
い
た（１
）
。
こ
の
親
鸞
の
仮
名
遣
い
は
、
吉
沢
義
則
「
親
鸞
上
人
の
写
語
法
」
に
指
摘
さ
れ
て
以
来
、
調
査
が
重
ね
ら
れ
て
き
た
。
以
下
、
本
稿
に
拘
わ
る
親
鸞
自
筆
本
に
基
づ
く
仮
名
遣
い
研
究
を
、
発
表
時
順
に
掲
げ
る
。
①
吉
沢
義
則
「
親
鸞
上
人
の
写
語
法
」(
「
龍
谷
大
学
論
叢
」
一
九
二
二
年
十
月
。
後
、『
国
語
国
文
の
研
究
』〈
一
九
二
七
年
四
月
、
岩
波
書
店
〉
所
収)
。
②
吉
沢
義
則
「
本
願
寺
本
教
行
信
証
点
注
の
筆
者
に
つ
い
て
」(
「
龍
谷
大
学
論
叢
」
一
九
二
四
年
十
一
月
。
後
、『
国
語
国
文
の
研
究
』
所
収
〉)
。
③
藤
谷
一
海
「
親
鸞
上
人
の
仮
名
遣
に
就
て
」(
「
大
谷
学
報
」
第
六
三
号
、
一
九
三
六
年
十
月)
。
④
梯
　
俊
夫
「
真
宗
と
国
語
」（「
高
田
学
報
」
第
三
一
輯
、
一
九
四
二
年
五
月
）。
⑤
常
盤
井
猷
麿
「
親
鸞
聖
人
の
特
殊
仮
名
遣
に
つ
い
て
」（「
真
宗
研
究
」
２
、
一
九
五
六
年
九
月
）。
⑥
常
盤
井
猷
麿
「
親
鸞
聖
人
仮
名
遣
概
略
」（「
高
田
学
報
」
五
十
輯
、
一
九
六
二
年
十
月
）。
⑦
小
林
芳
規
「
鎌
倉
時
代
語
史
料
と
し
て
の
草
稿
本
教
行
信
証
古
点
」(
「
東
洋
大
学
大
学
院
紀
要
」
第
二
集
、
一
九
六
五
年
九
月)
。
⑧
安
田
　
章
「
仮
名
資
料
」(
「
国
語
国
文
」
第
四
一
巻
第
三
号
、
一
九
七
二
年
三
月
。
後
、『
仮
名
文
字
遣
い
と
国
語
史
研
究
』〈
二
〇
〇
九
年
、
清
文
堂
〉
に
収
載)
。
⑨
山
内
育
男
「
か
な
づ
か
い
の
歴
史
」(
『
講
座
　
国
語
史
　
音
韻
史
・
文
字
史
』〈
一
九
七
二
年
九
月
、
大
修
館
書
店
〉)
。
以
上
、
真
宗
学
・
国
語
学
の
両
分
野
で
、
当
時
刊
行
さ
れ
て
い
た
親
鸞
自
筆
本
数
本
の
複
製
、
ま
た
は
大
正
新
修
大
蔵
経
･
親
鸞
全
集
等
の
活
字
本
に
依
拠
し
て
、
研
究
成
果
が
積
み
上
げ
ら
れ
た（２
）
。
こ
れ
ら
の
諸
論
考
に
よ
り
、
次
の
こ
と
が
ら
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
○
親
鸞
は
、「
を
ば
・
を
も
・
を
や
・
を
か
」
を
「
オ
ハ
・
オ
モ
・
オ
ヤ
・
オ
カ
」
と
す
る
仮
名
遣
い
を
、
実
践
し
た
。（
論
文
①
〜
⑨
）
○
字
音
を
含
め
、
二
音
節
以
上
か
ら
成
る
語
の
第
一
音
節
に
は
「
オ
」
が
用
い
ら
れ
る
。（
論
文
⑤
⑥
⑦
）
○
し
か
し
、
平
仮
名
書
簡
で
は
、「
を
は
・
を
も
」
と
表
記
し
て
い
る
。（
論
文
⑤
⑧
⑨
）
○
平
仮
名
書
簡
で
あ
っ
て
も
、
法
語
的
な
内
容
の
も
の
に
は
、「
お
も
」
を
使
用
し
て
い
る
。（
論
文
⑧
）
○
「
ス
ナ
ワ
チ
・
ア
ワ
レ
・
ア
ル
イ
ハ
・
オ
ム(
御)
・
ネ
ム
コ
ロ
・
ム(
助
動
詞)
」
な
ど
に
も
、
親
鸞
独
自
の
仮
名
遣
い
が
存
し
た
。（
論
文
④
⑥
）
こ
の
後
、
一
九
七
四
年
・
七
五
年
に
、『
親
鸞
聖
人
真
蹟
集
成
』
全
九
巻
（
法
蔵
館
）
が
刊
行
さ
れ
、
仮
名
遣
い
研
究
も
転
機
を
迎
え
た
。
⑩
門
川
徹
真
「
真
蹟
本
に
見
る
親
鸞
聖
人
の
か
な
の
用
法
」(
「
真
宗
研
究
」
第
二
一
輯
、
一
九
七
六
年
十
二
月)
。
文
暦
二
年(
一
二
三
五)
書
写
『
唯
信
抄
』
平
仮
名
本
以
下
、
多
く
の
自
筆
本
・
転
写
本
を
調
査
し
、
親
鸞
の
仮
名
遣
い
に
例
外
が
見
ら
れ
な
く
な
る
の
は
八
十
五
歳
以
降
で
あ
る
、
と
し
た
。
⑪
金
子
彰
「
親
鸞
の
仮
名
づ
か
い
」(
「
国
文
学
攷
」
第
七
六
号
、
一
九
七
九
年
一
月)
。
他
者
の
著
書
を
転
写
す
る
場
合
に
も
、
こ
の
仮
名
遣
い
を
実
践
し
て
い
る
こ
と
、「
ハ
・
ワ
・
ヒ
・
イ
・
ヰ
・
フ
・
ウ
・
ヘ
・
エ
・
ヱ
・
オ
・
ホ
・
ヲ
」
の
仮
名
遣
い
に
つ
い
て
も
、
同
一
語
を
一
定
の
仮
名
遣
い
で
表
記
す
る
原
則
が
見
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
こ
の
⑩
⑪
論
文
公
表
以
降
、
親
鸞
の
仮
名
遣
い
に
関
す
る
論
文
は
発
表
さ
れ
な
く
な
っ
た
。
し
か
し
、
次
の
課
題
が
残
さ
れ
た
ま
ま
と
な
っ
て
い
る
。
１．
親
鸞
は
、
こ
の
仮
名
遣
い
を
、
い
つ
か
ら
実
践
し
て
い
た
の
か
。
２．
漢
文
の
訓
点
に
お
け
る
仮
名
遣
い
の
実
態
は
、
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
。
３．
オ
ハ
等
の
仮
名
遣
い
を
行
な
わ
な
い
文
献
・
用
例
が
存
す
る
こ
と
を
、
い
か
に
説
明
す
る
か
。
本
稿
は
、
親
鸞
遺
文
全
体
を
調
査
し
、
右
の
点
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
二
　
「
オ
ハ
」
等
の
仮
名
遣
い
開
始
の
時
期
１．
西
本
願
寺
蔵
『
觀
無
量
壽
経
註
』
に
お
け
る
仮
名
遣
い
指
摘
さ
れ
て
き
た
親
鸞
の
仮
名
遣
い
の
開
始
時
期
を
知
る
た
め
に
は
、
文
暦
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二
年(
一
二
三
五)
親
鸞
六
十
三
歳
時
書
写
の
専
修
寺
蔵
『
唯
信
抄
』
平
仮
名
本
よ
り
も
早
い
、
親
鸞
自
筆
本
が
必
要
で
あ
る
。
現
存
最
古
の
親
鸞
遺
文
と
し
て
、
西
本
願
寺
蔵
『
阿
弥
陀
経
集
註
』『
觀
無
量
壽
経
集
註
』
が
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
本
文
書
写
･
註
釈
は
、
一
二
〇
四
〜
六
年(
親
鸞
三
十
二
〜
三
十
四
歳)
頃
に
な
さ
れ
た
、
と
見
ら
れ
て
お
り（３
）
、
註
の
漢
文
に
は
、
朱
筆
で
、
訓
読
の
た
め
の
訓
点
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
朱
筆
は
、
両
経
本
文
校
異
・
声
点
・
親
鸞
独
自
の
字
音
仮
名
遣
い
に
よ
る
仮
名
音
注
の
朱
筆
と
、
同
筆
と
見
ら
れ
る
。
そ
の
声
点
加
点
は
、
そ
れ
が
示
す
呉
音
声
調
の
分
析
か
ら
、
鎌
倉
時
代
極
初
期
の
実
態
を
示
す
、
と
考
え
ら
れ
る（４
）
。
し
た
が
っ
て
、
本
資
料
朱
筆
の
仮
名
遣
い
を
調
査
す
る
こ
と
で
、
文
暦
二
年
(
一
二
三
五)
書
写
『
唯
信
抄
』
平
仮
名
本
よ
り
も
三
十
年
ほ
ど
早
い
時
期
の
、
親
鸞
の
仮
名
遣
い
を
知
る
こ
と
が
で
き
る（５
）
。
西
本
願
寺
蔵
『
觀
無
量
壽
経
註
』
訓
点
に
お
け
る
和
語
の
仮
名
遣
い
は
、
次
の
通
り
で
あ
る（６
）
。
A．
「
を
ば
」
等
の
仮
名
遣
い
誠
言
―ヲ
―ハ(
裏
九
２)
佛
語
―ヲ
―ハ(
裏
九
３)
衆
生
―ヲ
―ハ(
裏
二
八
17)
何　ナ
ニ
者
―ヲ
―カ(
裏
二
五
９)
何-
者
―ヲ
―カ(
裏
二
六
６)
何-
等
ラ
―ヲ
―カ(
裏
二
五
２)他
―ヲ
―モ(
裏
六
14)
右
の
と
お
り
、
親
鸞
は
、
三
十
代
前
半
の
西
本
願
寺
蔵
『
觀
無
量
壽
経
註
』
訓
点
加
点
時
、
い
ま
だ
、「
オ
ハ
・
オ
カ
・
オ
モ
」
の
仮
名
遣
い
を
行
な
っ
て
い
な
い
。（
本
資
料
に
、「
オ
ヤ
・
ヲ
ヤ
」
の
例
は
無
い
。）
な
お
、「
ヲ
モ
テ
・
ヲ
シ
テ
」
も
、
後
の
親
鸞
遺
文
同
様
、
ヲ
―
と
し
て
い
る
。
六
通
ヲ
モ
テ(
裏
一
９)
衆
寶
ヲ
モ
テ(
裏
一
四
３)
香
華
ヲ
モ
テ(
裏
二
五
10)
信
心
ヲ
モ
テ(
裏
二
七
８)
於
ヲ
シ
テ
苦
者
一(
裏
六
８)
者
ヲ
シ
テ(
裏
九
17
・
裏
一
三
14
・
裏
一
四
２)
衆
生
ヲ
シ
テ(
裏
一
三
13)
信
者
ヲ
シ
テ(
裏
一
四
２)
惡
神
ヲ
シ
テ(
裏
二
九
４)
B．
語
頭
「
オ
」
の
仮
名
遣
い
a．
歴
史
的
仮
名
遣
い
に
一
致
す
る
例
發オ
コ
ス(
六
〇
下
14)
起オ
コ
レ
リ(
裏
一
四
３)
起オ
コ
ス
ニ(
裏
二
五
４)
欲オ
モ
フ
テ
ナ
リ(
裏
一
四
２)
欲オ
モ
ハ
ム(
裏
二
五
２)
自オ
ノ
ツ
カ
ラ(
裏
二
七
17)
己オ
ノ
レ
カ(
裏
二
八
３)
未
ス
措オ
カ(
裏
九
６)
課オ
ホ
ス (
裏
二
七
７)
同オ
ナ
シ(
294)
b．
歴
史
的
仮
名
遣
い
に
一
致
し
な
い
例
終オ
ハ
リ(
裏
三
二
10)
畢オ
ヘ
テ(
五
〇
３)
教オ
シ
ヘ
テ(
五
四
４)
収オ
サ
ム
ル
ニ(
裏
二
七
７)
右
の
如
く
、
歴
史
的
仮
名
遣
い
「
を
―
」
の
語
を
含
め
、
オ
で
始
め
る
こ
と
で
通
し
て
い
る
。
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C．
右
以
外
の
仮
名
遣
い
右
以
外
に
、
鎌
倉
時
代
に
お
い
て
仮
名
遣
い
の
揺
れ
が
見
ら
れ
る
語
は
、
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。
a．
歴
史
的
仮
名
遣
い
に
一
致
す
る
例
た
ま
ふ
―
説
タ
マ
ハ(
裏
一
二
11)
ス不
捨
テ
タ
マ
ハ
一(
裏
二
八
７)
ス不
捨
テ
タ
マ
ハ(
裏
二
八
17)
ス不
三
離
レ
タ
マ
ハ
二(
裏
二
九
７)
説
タ
マ
フ(
裏
二
九
14)
攝-
護
シ
タ
マ
フ(
裏
二
八
17)
影-
現
シ
タ
マ
フ(
裏
三
一
１)
勧
メ
タ
マ
フ
テ
(
裏
二
七
４)
接-
化
マ
フ(
裏
二
七
８)
照
シ
タ
マ
フ(
裏
二
八
16)
照
タ
マ
フ
ニ(
裏
二
八
６)
讃
嘆
シ
タ
マ
フ
ニ(
裏
二
八
８)
説
タ
マ
フ
ト
モ(
裏
二
八
16)
勧
メ
タ
マ
ヘ
リ(
裏
二
七
１)
擁
護
シ
タ
マ
フ(
裏
二
九
３)
護
念
タ
マ
フ
(
裏
二
九
５)
成
リ
タ
マ
ヘ
リ(
裏
二
九
９)
顕
シ
タ
マ
ヘ
リ(
裏
三
二
10)
道
成
ヘ
リ(
裏
一
〇
９)
い
ふ
―
Aイハ(
裏
八
12)
Aイヒ(
裏
九
10)
云イヒ(
裏
八
13)
言
フ(
裏
一
二
９)
者イ
フ
ハ(
裏
九
９)
言
フ
ヤ(
裏
九
９)
言
フ
ヲ
(
裏
九
９)
雖
フ
ト
モ(
裏
九
14)
意
ト
イ
フ
コ
ト
ヲ(
裏
五
７)
言
ヘ
リ(
裏
一
〇
５)
も
ち
ゐ
る
―
須
モ
チ
ヰ
ル
カ(
裏
二
五
４)
須
ヰ
ル(
裏
六
９)
用
ヰ
ル
ニ(
裏
二
七
16)
あ
ふ
―
遇
フ(
裏
二
八
10)
難
キ
ニ
逢ア
ヒ
一(
五
〇
５)
逢
ヘ
リ(
裏
一
７)
つ
か
は
す
―
遣ツ
カ
ハ
シ
テ(
裏
二
九
３)
遣
ハ
シ
テ(
裏
二
九
５)
た
と
ひ
―
但-
使タ
ト
ヒ(
裏
八
８)
縦-
使
ヒ(
裏
一
〇
10
・
裏
一
一
16)
と
ふ
―
ス不
三
問ト
ハ
二(
裏
二
九
６)
あ
ひ
―
相
ヒ
似
ル
コ
ト
ヲ(
裏
九
14)
お
ほ
ふ
―
覆
フ
テ(
裏
二
七
17)
き
こ
ゆ
―
不
コ
ト
二
聞キ
コ
エ
一(
裏
二
八
12)
さ
は
り
―
B
サ
ハ
リ(
六
〇
下
12)
た
づ
さ
ふ
―
授
フ(
裏
一
〇
６)
た
ふ
―
堪
フ(
裏
一
二
10)
た
ゆ
―
不
レ
斷タ
エ
一(
裏
二
八
14)
と
ど
こ
ほ
り
―
滯ト
ヽ
コ
ホ
リ(
裏
一
四
２)
ま
じ
は
る
―
相
交マ
シ
ハ
リ(
裏
二
七
３)
ま
ふ
さ
く
―
白
フ
サ
ク(
裏
二
八
15)
む
か
ふ
―
向
フ
ル(
裏
二
七
４)
を
は
る
―
終
ハ
ル(
六
〇
下
３)
b．
歴
史
的
仮
名
遣
い
に
一
致
し
な
い
例
ゆ
ゑ
に
―
所-
以
コ
ノ
ユ
ヘ
ニ(
裏
一
二
14)
そ
ゑ
に
―
所-
以
ソ
ヘ
ニ(
裏
九
14)
b
歴
史
的
仮
名
遣
い
に
一
致
し
な
い
二
例
の
内
、「
ユ
ヘ
」
は
、
藤
原
定
家
『
下
官
集
』
の
仮
名
遣
い
と
一
致
す
る
も
の
で
、「
故
」
の
当
時
一
般
的
な
仮
名
表
記
で
あ
っ
た
、
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
定
家
は
、「
そ
ゑ
に
」
を
、
歴
史
的
仮
名
遣
い
と
同
じ
く
「
そ
ゑ
に
」
と
書
く
（「
そ
ゑ
に
と
て
と
す
れ
ば
か
か
り
か
く
す
れ
ば
あ
な
い
ひ
し
ら
ず
あ
ふ
さ
き
る
さ
に
」〈
伊
達
本
『
古
今
集
』
一
〇
六
〇
番
〉）。
親
鸞
は
、
こ
れ
と
異
な
る（７
）
。
こ
れ
ら
「
キ
コ
エ
・
タ
エ
・
ユ
ヘ
・
ソ
ヘ
ニ
」
等
は
、
親
鸞
六
十
歳
代
以
降
の
書
写
・
加
点
文
献
に
よ
っ
て
、
先
行
研
究
で
指
摘
さ
れ
て
き
た
親
鸞
の
仮
名
遣
い
と
一
致
す
る
。
以
上
、
特
徴
的
と
言
わ
れ
る
仮
名
遣
い
の
う
ち
、「
オ
ハ
」
等
の
仮
名
遣
い
以
外
は
、
三
十
代
前
半
の
時
点
で
す
で
に
実
践
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
た
。
― 4―
２．
坂
東
本
『
教
行
信
証
』
に
お
け
る
「
オ
ハ
」
等
の
仮
名
遣
い
で
は
、「
オ
ハ
」
等
の
仮
名
遣
い
は
、
い
つ
か
ら
始
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
右
に
次
い
で
若
い
時
の
親
鸞
遺
文
は
、
坂
東
本
『
教
行
信
証
』
の
前
期
書
写
部
分
で
あ
る（８
）
。
A．
先
行
研
究
親
鸞
自
筆
坂
東
本
『
教
行
信
証
』
の
仮
名
遣
い
に
つ
い
て
は
、
西
本
願
寺
本
お
よ
び
専
修
寺
本
『
教
行
信
証
』
同
様
、
原
則
と
し
て
、「
オ
ハ
・
オ
ヤ
・
オ
カ
」
と
書
く
こ
と
が
、
②
論
文
に
お
い
て
言
わ
れ
て
い
た
。
②
論
文
は
、
坂
東
本
『
教
行
信
証
』
に
お
け
る
右
の
仮
名
遣
い
の
例
外
と
し
て
、
次
の
例
を
挙
げ
る（９
）
。（
／
は
、
改
行
を
示
す
。
以
下
同
じ
。）
況
ヤ
汝
チ
癡
人
食
フ
二
唾
ツ
ハ
キ
ヲ
一
者
ノ
ヲ
／
乎
ヤ
ト(
三
153.3)
非
ル
ヲ
ハ(
五
25.2)
何
等
ヲ
カ(
六
本
74.5)
在
世
・
正
法
・
像
末
・
法
滅
・
濁
悪
ノ
群
萌
斉ヒ
ト
シ
ク
悲
引シ
タ
マ
フ
ヲ
也
ヤ(
六
本
81.2)
持(
上
濁)
戒(
平)
ヲ
ヤ(
六
本
95.4)
ま
た
、
⑦
論
文
は
、
そ
の
仮
名
遣
い
の
例
外
四
例(
②
論
文
と
同
じ
三
例
を
含
む)
を
指
摘
し
て
い
る
。
非
ル
ヲ
ハ(
五
25.2)
何
等
ヲ
カ(
六
本
74.5)
持(
上
濁)
戒(
平)
ヲ
ヤ(
六
本
95.4)
念オ
モ
フ
ヲ
邪
ヤ
ト(
三
129.4)
そ
し
て
、
右
四
例
は
、
い
ず
れ
も
「
第
一
次
A
類
」
の
仮
名(
全
巻
に
亘
っ
て
見
ら
れ
る
大
き
く
太
い
、
も
っ
と
も
早
い
時
期
に
加
点
さ
れ
た
仮
名)
で
あ
る
、
と
す
る(
⑦
論
文
50
頁)
。
こ
の
四
例
を
も
っ
て
、
⑦
論
文
は
、
坂
東
本
『
教
行
信
証
』
が
『
唯
信
抄(
平
仮
名
本)
』
書
写
時
で
あ
る
「
康
元
元
年
よ
り
以
前
に
書
き
加
え
ら
れ
た
証
」
と
し
て
い
る
。
坂
東
本
『
教
行
信
証
』
書
写
加
点
時
に
は
、
い
ま
だ
、「
オ
ハ
・
オ
ヤ
・
オ
カ
」
の
仮
名
遣
い
が
徹
底
し
て
い
な
か
っ
た
、
と
い
う
解
釈
で
あ
る（10
）
。
そ
の
後
、
⑩
論
文
は
、「
ヲ
ハ
」
を
「
オ
ハ
」
に
訂
正
し
た
次
例
を
指
摘
し
た
。出
ス
オ（
ヲ
に
重
書
）ハ者(
六
本
34.4)
出
ル
オ（
ヲ
に
重
書
）ハ者(
六
本
34.7)
そ
の
上
で
、「
聖
人
の
か
な
づ
か
い
と
し
て
オ
に
よ
る
場
合
が
多
い
の
は
他
と
変
わ
り
な
い
と
し
て
も
、
ヲ
に
よ
る
七
例
の
中
で
ヲ
ヤ
の
五
例
が
目
に
付
く
。
こ
の
点
は
漢
文
の
文
体
か
ら
来
て
い
る
様
で
あ
る
。」
と
、
他
の
仮
名
聖
教
と
漢
文
訓
点
資
料
で
あ
る
『
教
行
信
証
』
と
の
差
に
触
れ
て
い
る
。
重
要
な
指
摘
で
あ
る
。
右
の
諸
論
文
で
、
訂
正
例
を
含
め
、
坂
東
本
『
教
行
信
証
』
訓
点
に
お
け
る
ヲ
ハ
―
三
例
、
ヲ
カ
―
一
例
、
ヲ
ヤ
―
四
例
が
指
摘
さ
れ
た
。
B．
坂
東
本
『
教
行
信
証
』
に
お
け
る
「
オ
ハ
」
等
の
仮
名
遣
い
次
に
、
坂
東
本
『
教
行
信
証
』
全
体
の
、
私
の
調
査
結
果
を
示
す（11
）
。
「
オ
ハ
」（
二
一
例
。
内
、
前
期
筆
跡
部
分
一
九
例
、
後
期
筆
跡
部
分
二
例
。）
念
佛
ノ
衆
生
―オハ
攝
取
シ
テ
不
ス
ト
二
捨
タ
マ
ハ
一
（
二
93.4
）
唯
除
ク
ト
二
五
逆
― 5―
ト
誹
謗
正
法
ト
―オハ
一
（
二
114.5
）
使
ム
―オハ
下
立
セ
中
无
上
正
真
之
道
ヲ
上
（
二
115.7
）
唯
除
ク
ト
下
造
リ
二
无
間
悪
業
ヲ
一
誹
謗
セ
ム
―オハ
中
正
法
及
諸
ノ
聖
人
ヲ
下
（
三
9.2
）
唯
除
ク
ト
二
五
逆
ト
誹
謗
正
法
ト
―オハ
一
（
三
9.5
）
唯
除
ク
二
五
逆
ト
謗
正
法
ト
―オハ
一
（
三
14.7
）
佛
ノ
遣
シ
メ
タ
マ
フ
―オハ
二
捨
一
者
即
・
捨
テ
佛
ノ
遣
シ
メ
タ
マ
フ
―オハ
行
セ
一
者
即
行
ス
・
佛
ノ
遣
シ
メ
タ
マ
フ
二
去
一
處
―オハ
即
去
ス
ツ
（
三
19.6
）
佛
ノ
印
可
者
シ
タ
マ
フ
―オハ
即
随
順
ス
二
佛
之
正
教
一
（
三
21.2
）
是
ノ
故
ニ
・
一
佛
ノ
所
説
―オハ
即
一
切
佛
同
シ
ク
證
誠
シ
タ
マ
フ
二
其
ノ
事
ヲ
一
也．
（
三
24.3
）
念
念
ニ
不
ル
捨
者
―オハ(
オ
は
擦
り
消
し
か)
是
ヲ
名
ク
二
正
定
之
業
ト
一
（
三
24.7
）
不
善
ノ
三
業
―オハ
必
ス
須
モ
チ
ヰ
ヨ
二
真
實
心
ノ
中
ニ
捨
ス
テ
タ
マ
ヘ
ル
ヲ
一
（
三
47.3
）
所
説
之
法
―オハ
作
セ
二
甘
露
ノ
想
ヲ
一
作
セ
二
醍
醐
ノ
想
ヲ
一
　
其
レ
聴
法
ノ
者
ヒ
ト
―オハ
作
セ
二
増
長
勝
解
ノ
想
ヲ
一
作
セ
二
愈
病
ノ
想
ヲ
一
（
三
91.3
）
大
王
ノ
夫
人
・
欲
オ
モ
フ
―オハ
三
見
ト
二
父
ノ
王
ヲ
一
不-
審
イ
フ
カ
シ
・
聴
ユ
ル
シ
テ
ム
ヤ
不
ヤ
ト
（
三
157.2
）
除
ク
下(
略)
使
メ
ム
―オハ
中
立
セ
中
无
上
正
真
之
道
ヲ
下
（
四
22.2
）
弥
陀
ノ
妙
果
―オハ
号
シ
テ
曰
フ
ト
二
无
上
涅
槃
ト
一
（
五
69.5
）
上
品
懺
悔
者
ハ
・
身
ノ
毛
孔
ノ
中
ヨ
リ
血
ヲ
流
シ
眼
ノ
中
ヨ
リ
血
出
ス
―オ[
―ヲ―に―重―書―
]
ハ
者
名
ク
二
上
品
ノ
懺
悔
ト
一
（
六
本
34.4
）
下
品
ノ
懺
悔
者
ハ
C
身
・
徹
ト
オ
リ
熱
ア
ツ
ク
眼
ノ
中
ヨ
リ
涙
タ
出
ル
―オ[
―ヲ―に―重―書]ハ
者
名
ク
二
下
品
ノ
懺
悔
ト
一
（
六
本
34.7
）
左
道
亂
群
―オハ
殺
ス
之
一
（
六
末
69.5
）
「
オ
カ
」（
一
八
例
。
内
、
前
期
筆
跡
部
分
一
一
例
、
中
期
筆
跡
部
分
二
例
、
後
期
筆
跡
部
分
五
例
。）
何
者
ノ
―オカ
名
テ
之
ヲ
為
ス
ル
二
正
法
ト
一
（
二
78.5
）
何
等
ラ
―オカ
為
ス
ル
二
四
ト
一
（
三
87.3
）
何
等
ラ
―オカ
名
テ
為
ス
ル
ト
二
不
放
逸
ノ
者
ト
一
（
三
130.1
）
何
等
ラ
―オカ
名
テ
為
ス
ル
ト
二
月
愛
三
昧
ト
一
（
三
130.7
）
問
曰
幾
イ
ク
ハ
ク
ノ
時
―オカ
名
テ
為
ル
ヤ
二
一
念
ト
一
（
三
169.7
）
何
者
ノ
―オカ
為
ス
ル
四
ト
一
（
四
26.3
）
何
等
―オカ
・
為
ス
ル
四
ト
一
（
五
23.5
）
何
等
―オカ
為
ス
ル
四
ト
一
（
五
26.1
）
何
等
―オカ
為
ス
ル
三
ト
一
（
六
本
31.6
）
何
等
―オカ
為
ス
ル
四
ト
一
（
六
本
70.5
）
云
何
ル
―オカ
名
テ
為
ス
ル
二
聞
不
具
足
ト
一
（
六
本
72.6
）
何
等
―オカ
為
ス
ル
二
三
ト
一
（
六
本
73.7
）
何
―オカ
名
ケ
ム
二
毀
法
ト
一
（
六
本
101.4
）
誰
―オカ
名
ケ
ム
二
破
戒
ト
一
（
六
本
101.4
）
何
ニ
者
ノ
―オカ
為
ス
ル
二
四
ト
一
（
六
末
3.5
）
何
ニ
者
モ
ノ
―オカ
名
テ
為
ス
ル
二
有
六
時
ト
一
也
ヤ
（
六
末
4.3
）
何
等
ラ
―オカ
為
ス
ル
二
十
ト
一
（
六
末
14.7
）
何
等
ラ
―オカ
為
ス
ル
二
五
ト
一
（
六
末
41.5
）
「
オ
ヤ
」（
五
例
。
内
、
前
期
筆
跡
部
分
四
例
、
後
期
筆
跡
部
分
一
例
。）
因
果
既
ニ
亡
シ
テ
則
形
タ
チ
ト
名
ナ
ト
頓
ニ
絶
タ
フ
ル
―オヤ
也
（
三
88.1
）
如
ノ
是
一
死
魔
―オヤ
（
三
159.8
）
何
況
無
戒
―オヤ
ト
（
六
本
95.6
）
破
戒
尚
爾
ナ
リ
何
ニ
況
ヤ
無
戒
―オヤ
（
六
本
99.4
）
豈
ア
ニ
一
聖
之
説
ニ
有
―オヤ
二
両
判
之
失
ト
カ
一
（
六
本
99.5
）
「
オ
モ
」
は
例
が
無
く
、「
ヲ
モ
」
の
例
が
前
期
筆
跡
部
分
に
一
例
存
す
る
の
み
で
あ
る
。
火
ヲ
モ
（
二
62.8
）
右
挙
例
の
数
の
み
を
左
に
ま
と
め
る
。(
訂
正
例
は
、
訂
正
前
と
訂
正
後
と
の
両
者
に
含
め
る
。)
オ
ハ
―
二
一
例
　
オ
カ
―
一
八
例
　
オ
ヤ
―
五
例
　
オ
モ
―
（
無
し
）
― 6―
ヲ
ハ
―
　
三
例
　
ヲ
カ
―
　
一
例
　
ヲ
ヤ
―
四
例
　
ヲ
モ
―
一
例
右
の
と
お
り
、
オ
ヤ
・
オ
モ
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
が
原
則
と
は
言
え
な
い
。
３．
「
オ
ハ
」
等
の
仮
名
遣
い
開
始
の
時
期
親
鸞
は
、
三
十
代
前
半
の
西
本
願
寺
蔵
『
觀
無
量
壽
経
註
』
加
点
時
に
お
い
て
は
、「
オ
ハ
・
オ
カ
・
オ
モ
」
の
仮
名
遣
い
を
行
な
っ
て
い
な
か
っ
た
。（
た
だ
し
、
後
の
親
鸞
遺
文
に
見
ら
れ
る
、「
オ
ハ
ル
」(
終)
・「
オ
シ
フ
」(
教)
・
「
ユ
ヘ
」(
故)
等
は
、
す
で
に
実
践
し
て
い
た
。）
五
十
八
歳
か
ら
執
筆
が
始
ま
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
坂
東
本
『
教
行
信
証
』
の
訓
点
で
は
、
オ
ハ
・
オ
カ
と
さ
れ
て
い
た
。（
た
だ
し
、
オ
ヤ
・
オ
モ
は
原
則
と
は
言
え
な
い
状
況
で
あ
っ
た
。）
す
な
わ
ち
、
注
目
を
集
め
て
き
た
、
オ
ハ
等
の
仮
名
遣
い
は
、
親
鸞
三
十
代
後
半
〜
五
十
八
歳
ま
で
の
ど
こ
か
で
開
始
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
三
　
親
鸞
遺
文
全
体
に
お
け
る
「
オ
ハ
」
等
の
仮
名
遣
い
従
来
の
研
究
で
は
、
仮
名
遣
い
の
問
題
で
あ
る
た
め
、
平
仮
名
文
・
片
仮
名
文
を
、
主
な
調
査
対
象
と
し
て
い
た
。
し
か
し
、
坂
東
本
『
教
行
信
証
』
を
含
め
た
、
漢
文
へ
の
訓
点
に
お
け
る
仮
名
遣
い
を
も
調
査
し
、
平
仮
名
文
・
片
仮
名
文
と
区
別
し
た
上
で
、
総
合
的
な
考
察
を
加
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
、『
増
補
　
親
鸞
聖
人
真
蹟
集
成
』
全
体
に
つ
い
て
、
書
写
・
加
点
時
に
お
け
る
年
齢
と
、
対
象
文
献
（
対
象
部
分
）
の
表
記
形
態
と
を
区
別
し
て
、
オ
ハ
等
の
仮
名
遣
い
を
調
査
し
た
。
そ
の
用
例
数
を
ま
と
め
た
も
の
が
、
後
掲
の
別
表
で
あ
る（12
）
。
自
筆
本
に
限
っ
た
た
め
得
ら
れ
た
用
例
数
は
少
な
い
も
の
の
、
別
表
か
ら
、
次
の
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
１．
漢
文
の
訓
点
で
は
、
教
行
信
証
（
前
期
筆
跡
部
分
）
加
点
時
か
ら
晩
年
ま
で
、「
オ
ハ
」
等
の
仮
名
遣
い
が
徹
底
し
て
い
な
い
。
２．
平
仮
名
書
簡
は
、「
を
は
」「
を
も
」
と
さ
れ
る
。
３．
し
か
し
、
平
仮
名
の
聖
教
、
お
よ
び
、
そ
れ
に
類
す
る
平
仮
名
書
簡
で
は
、「
お
は
」
等
を
原
則
と
す
る
。
４．
片
仮
名
文
で
は
、「
オ
ハ
」
等
を
原
則
と
す
る（13
）
。
す
な
わ
ち
、
親
鸞
は
、
仮
名
書
き
聖
教
に
は
オ
ハ
等
の
仮
名
遣
い
を
徹
底
さ
せ
よ
う
と
し
た
も
の
の
、
私
的
な
平
仮
名
書
簡
に
は
そ
れ
を
及
ぼ
さ
な
か
っ
た
。
ま
た
、
漢
文
の
訓
点
で
は
、
オ
ハ
等
の
仮
名
遣
い
を
徹
底
さ
せ
な
か
っ
た
、
と
考
え
ら
れ
る
。
四
　
例
外
的
な
文
献
・
用
例
出
現
理
由
の
解
釈
本
節
で
は
、
原
則
か
ら
外
れ
る
例
に
つ
い
て
、
考
察
を
加
え
る
。
１．
漢
文
の
訓
点
に
お
け
る
「
ヲ
ハ
」
等
早
期
書
写
加
点
に
な
る
西
本
願
寺
蔵
『
觀
無
量
壽
経
註
』
の
訓
点
で
は
、
オ
― 7―
ハ
等
の
仮
名
遣
い
が
行
な
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の
後
、
坂
東
本
『
教
行
信
証
』
前
期
筆
跡
部
分
の
訓
点
以
降
、
オ
ハ
等
の
仮
名
遣
い
が
見
ら
れ
た
も
の
の
、
晩
年
ま
で
、
漢
文
の
訓
点
で
は
、
こ
の
仮
名
遣
い
は
徹
底
し
て
い
な
い
。
た
と
え
ば
、
坂
東
本
『
教
行
信
証
』
に
お
け
る
「
ヲ
ハ
」
等
は
、
次
の
よ
う
に
加
点
さ
れ
て
い
た
。
何
等
ヲ
カ(
六
本
74.5)
持
戒(
平)
ヲ
ヤ(
六
本
95.4)
オ
ハ
等
の
仮
名
遣
い
は
、
自
立
語
の
語
頭
を
オ
と
す
る
仮
名
遣
い
に
遅
れ
て
始
ま
っ
た
こ
と
か
ら
、
語
頭
オ
の
仮
名
遣
い
を
助
詞
に
敷
衍
さ
せ
て
、
ま
と
ま
り
を
示
し
、
読
み
取
り
を
容
易
に
す
る
こ
と
が
ね
ら
い
で
あ
っ
た
、
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
漢
文
訓
読
で
は
、
右
の
よ
う
な
場
合
、
あ
え
て
、
オ
カ
・
オ
ヤ
と
せ
ず
と
も
、「
ヲ
カ
」「
ヲ
ヤ
」
が
一
纏
ま
り
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
左
の
「[
漢
字] (
活
用
語
尾)
＋
ヲ
ハ
」
型
も
、
こ
れ
に
準
ず
る
。
非
ル
ヲ
ハ(
五
25.2)
出
ル
ヲ
（
ヲ
に
重
書
）
ハ者(
六
本
34.7)
出
ス
ヲ
（
ヲ
に
重
書
）
ハ者
(
六
本
34.4)
訂
正
さ
れ
た
右
第
二
・
第
三
例
の
「
オ
ハ
」
は
、「
者
」
に
「
ハ
」
が
対
応
し
て
い
る
こ
と
も
、
は
じ
め
に
「
ヲ
ハ
」
と
加
点
さ
れ
た
理
由
で
あ
ろ
う
。
同
様
に
、
左
は
、「
邪
・
乎
・
也
」
に
「
ヤ
」
が
対
応
し
て
い
る
。
念オ
モ
フ
ヲ
邪
ヤ
ト(
三
129.4)
況
ヤ
汝
チ
癡
人
食
フ
二
唾
ツ
ハ
キ
ヲ
一
者
ノ
―ヲ
／
乎
―ヤ
ト
(
三
153.3)
在
世
・
正
法
・
像
末
・
法
滅
・
濁
悪
・
群
萌
斉ヒ
ト
シ
ク
悲
引
シ
タ
マ
フ
ヲ
也
ヤ(
六
本
81.2)
他
の
漢
文
訓
点
資
料
に
お
け
る
次
例
も
、
同
様
で
あ
る
。
『
浄
土
三
経
往
生
文
類
　
略
本
』
唯
タ
ヽ
除
カ
ム
ト
造
ツ
ク
リ
下
无
間
惡
業
ヲ
一
誹
謗
セ
ム
―ヲハ
中
正
法
及
ヨ
ヒ
諸
ノ
聖
人
ヲ
上
（
７
頁
）
其
ソ
ノ
道
場
樹
ノ
无
量
ノ
光
色
ア
テ
高
タ
カ
サ
四
百
萬
里
ナ
ル
―ヲ
者
―ハ
不
シ
ト
三
取
ト
ラ
二
正
覺
ヲ
一
（
27
頁
）
『
浄
土
論
註
』
此
ノ
善
根
ハ
生
セ
ル
二
何_
等
ノ
相
―ヲカ
一
（
下
54
）
恐
・
更
ニ
生
セ
ム
―ヲヤ
二
生(
去)
ノ
惑
マ
ト
ヒ
ヲ
一
（
下
57
）
右
の
ご
と
く
、
漢
文
の
訓
点
で
は
、
オ
ハ
等
の
仮
名
遣
い
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ら
を
一
纏
ま
り
と
し
て
示
す
必
要
性
が
低
い
こ
と
は
認
め
ら
れ
よ
う
。
そ
の
た
め
、
こ
の
仮
名
遣
い
が
徹
底
さ
れ
て
い
な
い
も
の
、
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
オ
ハ
等
の
仮
名
遣
い
を
徹
底
し
て
い
な
い
の
は
、
親
鸞
が
、
学
力
・
読
解
力
の
高
い
読
者
を
想
定
し
て
、
漢
文
へ
の
訓
点
加
点
を
行
な
っ
た
こ
と
と
も
関
係
す
る
の
か
も
し
れ
な
い（14
）
。
２．
書
簡
に
お
け
る
「
お
も
」
先
行
研
究
に
指
摘
さ
れ
る
と
お
り
、
親
鸞
八
十
三
歳
の
折
の
、
自
筆
第
三
通
書
簡
「
笠
間
の
念
仏
者
の
疑
ひ
問
は
れ
た
る
事
」
に
は
、
一
例
な
が
ら
「
お
も
」
が
存
す
る
。
餘
の
善
根
を
　
行
す
る
人
を
　
そ
し
る
こ
と
な
し
　
こ
の
念
佛
す
る
人
を
― 8―
に
く
み
そ
し
る
人
―お
―も
　
に
く
み
そ
し
る
こ
と
　
あ
る
へ
か
ら
す
（
第
三
通
書
簡
）
右
の
例
は
、
こ
の
書
簡
が
聖
教
に
準
ず
る
も
の
で
あ
る
た
め
「
お
も
」
と
さ
れ
る
、
と
説
明
さ
れ
て
い
る(
⑧
論
文)
。
他
の
書
簡
で
は
、
次
の
如
く
、「
を
も
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
。
ひ
と
こ
ゑ
―を
―も
　
と
な
へ
　
も
し
は
　
十
念
―を
―も
せ
ん
は
　
行
な
り
（
第
四
通
書
簡
）
ひ
た
ち
の
人
く
は
か
り
そ
　
こ
の
も
の
と
も
―を
―も
　
御
あ
は
れ
み
　
あ
は
れ
候
へ
か
ら
ん
（
第
十
二
通
書
簡
）
第
三
通
書
簡
と
、
他
の
書
簡
と
に
は
、
形
式
上
、
次
の
差
が
存
す
る
。
第
三
通
書
簡
―
連
綿
が
少
な
く
、
字
の
大
き
さ
が
揃
っ
て
い
る
。
他
の
書
簡
―
―
連
綿
が
多
く
、
付
属
語
は
、
自
立
語
に
比
し
て
、
小
さ
く
書
か
れ
る
場
合
が
多
い
。
連
綿
が
少
な
く
、
仮
名
文
字
の
大
き
さ
が
比
較
的
揃
っ
て
い
る
第
三
通
書
簡
は
、
形
式
上
、
平
仮
名
本
『
唯
信
抄
』
に
類
似
し
て
い
る
。「
建
長
七
歳
乙
卯
十
月
三
日
／
愚
禿
□
□
□
（
親
鸞
八
）
十
三
歳
書
之
」
の
奥
書
か
ら
、
消
息
と
は
言
い
が
た
く
、
内
容
か
ら
も
法
語
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
、
と
い
う
指
摘
も
な
さ
れ
て
い
る（15
）
。
親
鸞
は
、
聖
教
で
は
、
平
仮
名
書
き
で
あ
っ
て
も
、
連
綿
を
多
用
せ
ず
、
字
の
大
き
さ
を
揃
え
て
書
写
し
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
連
綿
さ
せ
れ
ば
、
語
句
の
切
れ
続
き
を
、
そ
れ
に
よ
っ
て
示
す
こ
と
が
で
き
る（16
）
。
よ
っ
て
、
連
綿
が
少
な
い
平
仮
名
本
『
唯
信
抄
』
お
よ
び
第
三
通
書
簡
の
「
お
も
」
等
は
、「
お
」
に
続
く
文
字
と
「
お
」
と
が
一
纏
ま
り
で
あ
る
こ
と
、
「
お
」
で
切
れ
な
い
こ
と
を
、
語
頭
に
用
い
る
「
お
」
に
よ
っ
て
標
示
し
た
も
の
、
と
考
え
ら
れ
る
。
平
仮
名
本
『
唯
信
抄
』
に
、
朱
の
句
切
り
点
に
よ
っ
て
、
文
節
に
ほ
ぼ
相
当
す
る
纏
ま
り
が
示
さ
れ
て
い
る
の
も
、
連
綿
が
少
な
い
こ
の
文
献
で
は
、
連
綿
以
外
の
方
法
で
、
語
句
の
ま
と
ま
り
を
示
す
必
要
が
あ
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
３．
平
仮
名
本
『
唯
信
鈔
』
に
お
け
る
「
を
も
」
平
仮
名
本
『
唯
信
鈔
』
中
、
左
が
、
唯
一
の
「
を
―
」
の
例
で
あ
る
。
み
に
と
り
て
・
は
ヽ
か
る
へ
く
・
は
ち
か
ま
し
き
こ
と
―を
―も
・
人
に
・
あ
ら
は
し
・
し
ら
せ
て
・
か
へ
り
て
・
放
逸
无
慚
の
と
か
を
・
ま
ね
か
む
と
す
・(
19.3)
こ
れ
の
み
を
、「
を
も
」
と
す
る
理
由
は
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
箇
所
で
は
「
越
」
の
仮
名
を
使
い
、
直
上
の
「
と
」
と
連
綿
さ
せ
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
こ
と
を
」
の
ま
と
ま
り
を
意
識
し
て
の
「
を
」
使
用
で
あ
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
本
資
料
中
、「
お
も
」
と
さ
れ
る
の
は
、
左
の
八
例
で
あ
る
。
そ
の
ヽ
ち
・
經
―お
―も
・
よ
み
・
餘
佛
―お
―も
・
念
せ
む
と
・
い
つ
れ
か
・
す
く
れ
た
る
へ
き
・(
2.4)
醫
師
く
す
し
―お
―も
・
陰
陽
師
お
む
や
う
し
―お
―も
・
信
す
る
こ
と
・
― 9―
な
け
れ
と
も
・(
50.4)
く
ち
に
・
に
か
き
・
あ
ち
わ
い
―お
―も
・
な
め
・
み
に
・
い
た
は
し
き
・
療
治
れ
う
ち
―お
―も
・
く
わ
う
・(
51.5)
佛
力
无
窮
な
り
・
罪
B
深
重
の
み
を
・
お
も
し
と
せ
す
・
佛
智
无
邊
な
り
・
散
乱
放
逸
の
・
も
の
―お
―も
・
す
つ
る
こ
と
な
し
･(
27.2)
も
し
こ
の
・
ま
つ
り
・
し
た
ら
は
・
い
の
ち
は
・
の
ひ
な
む
と
い
へ
は
・
た
か
ら
―お
―も
・
お
し
ま
す
・
ち
か
ら
を
・
つ
く
し
て
・
こ
れ
を
・
ま
つ
り
・
こ
れ
を
・
い
の
る
・(
52.3)
こ
れ
ら
は
、
い
ず
れ
も
、
対
象
並
置
の
た
め
に
重
ね
て
用
い
ら
れ
た
「
お
も
」
か
、
対
句
と
し
て
、「
の
み
を
」「
を
」
に
対
応
す
る
用
例
で
あ
っ
て
、
は
じ
め
に
掲
げ
た
「
を
も
」
と
は
、
用
法
が
異
な
る
。
こ
れ
も
、
は
じ
め
の
例
の
み
「
を
も
」
と
さ
れ
た
理
由
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
４．
片
仮
名
文
に
お
け
る
「
ヲ
ハ
」
等
①
『
西
方
指
南
抄
』
親
鸞
八
十
四
･
五
歳
書
写
『
西
方
指
南
抄
』
の
異
例
は
、
左
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
[
ヲ
ハ]惡―ヲ
―ハ
・
サ
レ
ハ
・
佛
ノ
・
御
コ
ヽ
ロ
ニ
・
コ
ノ
ツ
ミ
・
ツ
ク
レ
ト
ヤ
ハ
・
ス
ヽ
メ
サ
セ
タ
マ
フ
・
（
下
本
82.5
）
モ
シ
ハ
・
信
セ
・
サ
ラ
ム
モ
ノ
―ヲ
―ハ
・
ヒ
サ
シ
ク
・
地
獄
チ
コ
ク
ニ
・
ア
リ
テ
・
マ
タ
・
地
獄
チ
コ
ク
ヘ
・
カ
ヘ
ル
ヘ
キ
・
モ
ノ
ナ
リ
ト
（
下
末
202.3
）
[
ヲ
ヤ]
コ
ト
ワ
リ
―ヲ
―ヤ
・
申
ヒ
ラ
キ
・
候
ト
・
オ
モ
ヒ
候
ホ
ト
ニ
・
ヨ
ク
・
オ
ホ
ク
・
ナ
リ
候
ヌ
ル
・
（
下
本
129.1
）
[
ヲ
モ]ヨク
ヽ
ヽ
・
往
生
―ヲ
―／
―モ
・
ネ
カ
ヒ
・
念
佛
オ
モ
・
ハ
ケ
マ
セ
・
タ
マ
ヒ
テ
・
（
下
本
89.3
）
こ
れ
ら
は
、
い
ず
れ
も
法
然
の
書
簡
を
引
用
し
た
例
で
あ
り
、
法
然
書
簡
の
仮
名
遣
い
が
そ
の
ま
ま
残
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
こ
と
が
、
⑪
論
文
で
説
か
れ
て
い
る
。
法
然
自
筆
の
当
該
書
簡
は
伝
わ
ら
な
い
も
の
の
、
現
存
法
然
書
簡
で
は
、「
を
は
・
を
も
」
と
仮
名
表
記
さ
れ
て
い
る（17
）
。
よ
っ
て
、『
西
方
指
南
抄
』
の
ヲ
ハ
等
は
、
法
然
書
簡
の
仮
名
遣
い
が
残
存
し
た
も
の
で
あ
る
と
す
る
説
に
、
従
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
書
簡
で
は
な
く
、
法
然
の
説
法
を
引
用
し
た
部
分
に
も
、
左
の
「
ヲ
モ
」
一
例
が
有
る
。
三
論
サ
ム
ロ
ン
ノ
學
者
カ
ク
シ
ャ
ハ
・
淨
影
大
師
シ
ヤ
ウ
ヤ
ウ
タ
イ
シ
―ヲ
―／
―モ
・
ウ
ラ
ヤ
ミ
・(
上
末
46.6)
こ
れ
も
引
用
に
よ
る
た
め
に
底
本
の
仮
名
遣
い
が
残
っ
た
「
ヲ
モ
」、
と
解
釈
可
能
で
あ
る
。「
ヲ
」
で
改
行
し
て
い
る
こ
と
も
、
纏
ま
り
意
識
の
弱
化
を
反
映
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
右
、
書
簡
引
用
箇
所
の
「
ヲ
モ
」
も
、「
ヲ
」
が
行
末
と
な
る
例
で
あ
っ
た
。
②
西
本
願
寺
蔵
『
唯
信
抄
』
『
西
方
指
南
抄
』
以
外
で
は
、
西
本
願
寺
蔵
『
唯
信
抄
』
の
次
例
が
、
片
― 10―
仮
名
文
に
お
け
る
唯
一
の
異
例
で
あ
る(
専
修
寺
蔵
信
證
本
『
唯
信
鈔
』(
101.2)
の
対
応
箇
所
も
同
様)
。
モ
シ
・
シ
カ
ラ
ハ
・
五
戒
ヲ
・
タ
ニ
モ
・
ナ
ホ
・
サ
エ
ス
・
イ
ハ
ム
ヤ
・
十
念
ノ
功
徳
―ヲ
―ヤ
・
（
106.5
）
右
の
箇
所
で
は
、
ヲ
が
小
書
き
右
寄
せ
に
さ
れ
て
い
る
た
め
、「
ヲ
」
と
「
ヤ
」
と
を
、
別
語
と
認
識
し
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、
親
鸞
は
、
文
末
の
「
を
や
」
を
、
す
べ
て
「
ヲ
ヤ
」
と
書
い
た
の
で
は
な
い
。
西
本
願
寺
蔵
『
唯
信
抄
』
内
で
も
、
他
二
例
は
、「
オ
ヤ
」
と
す
る
。
イ
ハ
ム
ヤ
・
ツ
ミ
・
五
逆
ニ
・
イ
タ
ラ
ス
・
功
十
念
ニ
・
ス
キ
タ
ラ
ム
―オ
―ヤ
・(
77.1)
イ
ハ
ム
ヤ
・
五
戒
ノ
少
善
―オ
―ヤ
・(
108.3)
西
本
願
寺
蔵
『
唯
信
抄
』
で
は
、「
イ
ハ
ム
ヤ
」
を
承
け
る
「
オ
ヤ
」
を
一
纏
ま
り
と
し
て
捉
え
る
か
否
か
が
、
場
合
に
よ
っ
て
異
な
り
、
仮
名
表
記
は
そ
の
揺
れ
を
反
映
し
て
い
る
、
と
解
釈
さ
れ
る
。
五
　
結
論
本
稿
で
は
、
親
鸞
遺
文
全
体
を
対
象
と
し
て
、
オ
ハ
等
の
仮
名
遣
い
の
実
態
を
調
査
し
た
。
そ
の
結
果
、
次
の
こ
と
が
知
ら
れ
た
。
１．
オ
ハ
等
の
仮
名
遣
い
は
、
自
立
語
の
語
頭
を
オ
と
す
る
仮
名
遣
い
を
敷
衍
さ
せ
た
も
の
と
し
て
、
三
十
代
後
半
〜
五
十
八
歳
ま
で
の
あ
る
時
点
で
開
始
さ
れ
た
。
２．
こ
の
仮
名
遣
い
は
、
漢
文
の
訓
点
に
お
い
て
も
見
ら
れ
る
も
の
の
、
訓
点
で
は
不
徹
底
で
あ
る
。
３．
オ
ハ
等
の
仮
名
遣
い
の
目
的
は
、
語
句
の
纏
ま
り
を
明
示
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
、
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、
連
綿
に
よ
っ
て
そ
れ
が
可
能
な
書
簡
に
は
及
ん
で
い
な
い
。
ま
た
、
一
纏
ま
り
と
認
識
し
て
い
な
か
っ
た
と
判
断
さ
れ
る
箇
所
の
「
ヲ
ヤ
」「
ヲ
モ
」
に
仮
名
遣
い
の
異
例
が
見
ら
れ
る
の
も
、
こ
の
た
め
で
あ
る
。
注
(
１)
た
だ
し
、
親
鸞
は
、
自
ら
の
仮
名
遣
い
を
、
親
族
・
門
弟
に
伝
授
・
推
奨
し
な
か
っ
た
ら
し
く
、
同
時
代
ま
た
は
後
世
の
文
献
に
、
親
鸞
の
遺
文
を
正
確
に
筆
写
し
た
も
の
以
外
、
親
鸞
と
同
じ
仮
名
遣
い
で
書
か
れ
た
文
献
を
見
出
せ
な
い
。
(
２)
①
②
吉
沢
論
文
以
外
は
、
真
宗
学
・
国
語
学
の
双
方
が
、
お
互
い
の
研
究
成
果
を
参
照
す
る
こ
と
は
少
な
か
っ
た
ら
し
い
。
(
３)
『
親
鸞
聖
人
真
蹟
集
成
　
第
七
巻
』(
一
九
七
三
年
、
法
蔵
館)
解
説
、
参
照
。
(
４)
佐
々
木
勇
「
呉
音
一
音
節
去
声
字
の
上
声
化
の
過
程
」(
「
鎌
倉
時
代
語
研
究
」
第
十
輯
〈
一
九
八
七
年
、
武
蔵
野
書
院
〉)
、
参
照
。
(
５)
た
だ
し
、『
阿
弥
陀
経
集
註
』
に
は
、
和
語
の
朱
筆
書
き
込
み
が
存
し
な
い
。
そ
の
た
め
、
以
下
、『
觀
無
量
壽
経
註
』
の
訓
点
を
対
象
と
す
る
。
(
６)
算
用
数
字
の
み
は
本
文
の
所
在
行
、
漢
数
字
と
算
用
数
字
は
註
の
所
在
で
あ
る
。
裏
書
き
の
例
に
は
「
裏
」
を
冠
す
。
註
の
所
在
は
、『
増
補
親
鸞
聖
人
真
蹟
集
成
』
の
頁
数(
漢
数
字)
と
行
数(
算
用
数
字)
と
で
示
す
。
(
７)
「
ソ
ヘ
ニ
」
は
、「
其
故
に
」
の
略
で
あ
る
（『
岩
波
古
語
辞
典
補
訂
版
』〈
一
九
七
― 11―
四
年
、
岩
波
書
店
〉）
可
能
性
が
高
い
た
め
、
親
鸞
の
仮
名
遣
い
は
、
合
理
的
で
一
貫
し
た
も
の
で
あ
る
。
(
８)
重
見
一
行
『
教
行
信
証
の
研
究
』(
一
九
八
一
年
、
法
蔵
館)
、
鳥
越
正
道
『
最
終
稿
本
教
行
信
証
の
復
元
研
究
』(
一
九
九
七
年
、
法
蔵
館)
、
参
照
。
(
９)
実
例
を
確
認
し
、
不
適
な
例
は
除
外
し
た
。
所
在
は
、『
親
鸞
聖
人
真
蹟
集
成
』
の
頁
数
行
数
で
示
す
。
以
下
、
同
じ
。
(
10)
な
お
、
⑦
論
文
は
、
語
頭
「
オ
」
の
仮
名
遣
い
、
お
よ
び
、
語
中
尾
ハ
行
音
の
仮
名
遣
い
そ
の
他
に
つ
い
て
も
調
査
し
、
語
頭
で
は
、「
オ
」
を
原
則
と
し
、
同
一
語
は
同
一
の
仮
名
遣
い
で
表
記
す
る
傾
向
が
あ
る
こ
と
を
述
べ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
に
も
例
外
が
存
す
る
。
そ
の
例
外
は
、「
第
二
次
点
」「
第
三
次
点
」
と
認
定
さ
れ
た
訓
点
に
多
い
。
(
11)
「
ヲ
モ
テ
・
ヲ
シ
テ
・
ヲ
タ
ニ
」
と
表
記
さ
れ
る
こ
と
は
、
先
行
研
究
の
指
摘
通
り
で
あ
る
。
次
の
よ
う
に
、「
を
」
と
「
も
て
」
と
を
、
句
切
り
点
で
親
鸞
が
分
け
た
例
が
あ
る
た
め
、
こ
れ
ら
は
、
一
纏
ま
り
と
は
判
断
し
て
い
な
い
の
で
あ
ろ
う
。
外
相
に
は
・
よ
を
・
い
と
ふ
よ
し
―を
―・
―も
―て
・
な
し
・
ほ
か
に
は
・
善
心
あ
り
・
(
平
仮
名
本
『
唯
信
鈔
』
17.1)
よ
っ
て
、「
ヲ
モ
テ
・
ヲ
シ
テ
・
ヲ
タ
ニ
」
は
、
以
下
の
検
討
か
ら
除
外
す
る
。
ま
た
、
次
の
例
は
別
筆
と
見
て
、
除
外
し
た
。
今
信
知
シ
テ
下
弥
陀
ノ
本
弘
誓
願
オ
ハ[
朱
筆
「
ヲ
」]
上
（
三
37.5
）
な
お
、
注(
８)
鳥
越
著
書
で
別
筆
と
さ
れ
る
範
囲
の
用
例
に
、
以
下
の
も
の
が
あ
る
。阿
―オハ
名
ク
无
ニ
一
耨
多
羅
―オハ
名
上
ニ
一
三
藐
―オハ
名
ク
正
ニ
一
三
―オハ
名
ク
C
ニ
菩
提
―オハ
名
ク
道
ニ
一
(
二
112.1
）
(
12)
訂
正
さ
れ
た
例
は
訂
正
後
の
欄
に
算
入
し
て
い
る
。
な
お
、
坂
東
本
『
教
行
信
証
』
は
、
長
期
間
に
亘
っ
て
の
加
筆
・
修
正
が
な
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
前
期
筆
跡
部
分
の
訓
点
が
六
十
歳
頃
の
加
点
ば
か
り
と
は
限
ら
な
い
。
し
か
し
、
訂
正
の
筆
の
年
代
判
定
が
困
難
で
あ
る
た
め
、
今
は
、
本
文
筆
写
時
の
欄
に
所
属
さ
せ
る
こ
と
と
す
る
。
(
13)
片
仮
名
文
は
、
晩
年
の
書
写
文
献
し
か
現
存
し
な
い
。
し
か
し
、「
已
上
高
僧
和
讃
百
十
七
首
／
彌
陀
和
讃
高
僧
和
讃
都
合
／
二
百
二
十
五
首
／
寶
治
第
二(
一
二
四
八)
戊
申
歳
初
月
／
下
旬
第
一
日
釋
親
鸞
〈
七
十
六
歳
〉
／
書
之
畢
／
見
写
人
者
必
可
唱
南
无
／
阿
弥
陀
佛
」
の
奥
書
を
持
ち
、
親
鸞
七
十
六
歳
の
書
写
本
を
忠
実
に
写
し
た
と
考
え
ら
れ
る
専
修
寺
蔵
「
浄
土
和
讃
」「
浄
土
高
僧
和
讃
」
も
、「
オ
ハ
」
二
四
例
･
「
オ
モ
」
七
例
、「
ヲ
ハ
」「
ヲ
モ
」
は
共
に
例
が
無
い
こ
と
か
ら
、
片
仮
名
書
き
の
聖
教
で
も
、
遅
く
と
も
七
十
歳
代
に
お
い
て
、
オ
ハ
等
の
仮
名
遣
い
が
実
践
さ
れ
て
い
た
、
と
考
え
ら
れ
る
。
(
14)
佐
々
木
勇
「
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
舌
内
入
声
音
の
諸
相
」(
「
鎌
倉
時
代
語
研
究
」
第
二
三
輯
、
二
〇
〇
〇
年
十
月)
、
参
照
。
ま
た
、
漢
文
の
訓
読
に
お
い
て
は
、
全
体
の
言
語
量
に
対
す
る
、「
ヲ
ハ
」「
ヲ
モ
」
加
点
数
の
割
合
が
、
片
仮
名
文
に
比
し
て
低
い
こ
と
も
、
オ
ハ
等
の
仮
名
遣
い
が
徹
底
し
て
い
な
い
理
由
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
(
15)
永
村
　
真
「
親
鸞
聖
人
の
消
息
と
法
語
　
―
主
に
高
田
専
修
寺
所
蔵
自
筆
「
消
息
」
を
通
し
て
―
」(
「
高
田
学
報
」
第
九
四
輯
、
二
〇
〇
六
年
三
月)
。
(
16)
遠
藤
邦
基
「
句
読
法
の
史
的
考
察
　
―
「
句
ヲ
切
ル
」
注
記
の
意
味
―
」(
「
関
西
大
学
文
学
論
集
」
四
六
巻
三
号
、
一
九
九
六
年
二
月
。
後
、
遠
藤
邦
基
『
読
み
癖
注
記
の
国
語
史
研
究
』〈
二
〇
〇
二
年
、
清
文
堂
出
版
〉
に
所
収)
、
小
松
英
雄
『
日
本
語
書
記
史
原
論
』(
一
九
九
八
年
、
笠
間
書
院
。
二
〇
〇
〇
年
補
訂
版
、
二
〇
〇
六
年
補
訂
版
新
装
版)
第
七
章
、
加
藤
良
徳
「
連
綿
の
機
能
か
ら
み
た
仮
名
文
の
書
記
シ
ス
テ
ム
」(
「
名
古
屋
大
学
国
語
国
文
学
」
八
六
号
、
二
〇
〇
〇
年
七
月)
等
、
参
照
。
(
17)
『
日
本
名
跡
叢
刊
　
鎌
倉
―
源
空
消
息
　
證
空
消
息
　
熊
谷
直
實
誓
願
状
　
迎
接
曼
荼
羅
由
来
』(
一
九
八
一
年
、
二
玄
社)
に
依
る
。
―
さ
さ
き
い
さ
む
、
広
島
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
教
授
―
― 12―
― 13―
年齢
32～34歳頃 
58～63歳頃 
63歳頃 
63歳頃 
70歳頃 
70歳以降 
80歳以降 
83歳 
84歳頃 
84・85歳 

63歳頃 
83歳頃 
84歳頃 
85歳頃 
85歳頃 
85歳頃 
91歳 

83歳 
84・85歳 
85歳以前か 
85歳 
85歳 
86歳 
 
対象文献（対象部分）
阿弥陀経・観無量壽経註 
教行信証（前期筆跡部分） 
見聞集（涅槃経） 
見聞集（淨土五會念佛略法事儀賛） 
教行信証（中期筆跡部分） 
大般涅槃経要文 
教行信証（後期筆跡部分） 
浄土三経往生文類　略本（漢文部分）  
浄土論註 
西方指南抄（漢文部分）
小　計
平仮名本　唯信鈔 
書簡（三） 
書簡（四） 
書簡（八） 
書簡（九） 
書簡（十） 
書簡（十二） 
小　計
尊号真像銘文　建長本（片仮名文部分） 
西方指南抄（片仮名文部分） 
西本願寺本　唯信抄 
正月十一日本　唯信鈔文意 
一念多念文意 
尊号真像銘文　正嘉本（片仮名文部分） 
小　計
合　計 
本　文 
漢　文 
漢　文 
漢　文 
漢　文 
漢　文 
漢　文 
漢　文 
漢　文 
漢　文 
漢　文 
漢　文 
平仮名文 
平仮名文 
平仮名文 
平仮名文 
平仮名文 
平仮名文 
平仮名文 
平仮名文 
片仮名文 
片仮名文 
片仮名文 
片仮名文 
片仮名文 
片仮名文 
片仮名文 
 
オハ

  19




    ２
    ２
    ３

  26
    6






    ６
    ３ 
109
    ８ 
    ７
  12
    5
144
176
オモ

 




 
 
    ５

    ５
    ８ 
    １





    ９
　
  67
  15
    １
  11
    ２
  96
110
オカ

  11


    ２
    ３
    ５
　
    ３

  24







    0
　
    ８
　
　
　
　
    ８
  32
オヤ

    ４


　
　
    １
　
    １
    １
    ７
    ３






    ３
　
  19
    ２
　
　
　
  21
  31
ヲハ
    ３
    ３


    １
　
　
    ２
 

    ９



    １
    ２
    ２

    ４
　
    ２
　
　
　
　
    ２
  15
ヲモ
    １
    １


　
　
　
　
 

    ２
    １

    ２
　
　

    １
    ４
　
    ２
　
　
　
　
    ２
    ８ 
ヲカ
    ３
    １


    １
　
　
　
    １

    ６



　
　
　

    ０
　
　
　
　
　
　
    ０
    ６ 
ヲヤ
　
    ３
    １

　
　
    １
　
    ２

    ７



　
　
　

    ０
　
    １
    １
　
　
　
    ２
    ９ 
注　平仮名書きの用例数も同じ欄に含めた。空欄は、用例が無いことを示す。 
　　当該文献・対象部分に用例が存しない場合は、掲出を省略した。 
 
別表　親鸞遺文におけるオハ等の仮名遣い
